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１． 研究課題

安全安心という観点からは、画像処理によって犯罪捜査支援を実現したり、交通事故を未然に防

ぐアクティブセーフティな技術開発が研究課題である。また豊かな文化の創造という観点では、Ｗ

ｅｂ動画や音楽コンテンツの効率的な鑑賞支援やアマチュアによるコンテンツ創作支援が重要な

研究課題である。効率的な鑑賞支援の典型は、必要なコンテンツを要約して短時間で内容把握でき

る技術をブラウザの機能として実現することである。また最近の CGM（Consumer Generated Media）

の隆盛により一般のアマチュアでも手紙を書く感覚でコンテンツの作成が可能な環境が整いつつ

あるが、プロ並みのクオリティを実現するには未だにスキルと長い制作時間が必要となる。既存の

コンテンツを再利用して付加価値を高める N 次創作も一般的になりつつあるが、誰の作品をリファ

ーしたかを明らかにしてオリジナルの著作権を保護する技術は今後ますます要視されてきている。

このようなコンテンツの鑑賞や創作の支援をする技術開発が研究課題の大きな柱である。

２． 主な研究成果

まず鑑賞支援技術の一例として、最近一般化している一人称視点動画の要約システムを開発した。

一人称視点カメラとは、GoPro に代表されるように頭部や体、車のフロントガラス等に装着して映

像を垂れ流し状態で収録するものである。よって後に鑑賞に堪える作品に落とし込んだり、事故の

シーンのみを抽出するなどして、必ず後処理を伴うものである。開発した要約システムでは、画像

に映り込んだオブジェクト認識を行った後に、その一覧を提示して、ユーザーが見たい対象をイン

タラクティブに選択することによって、どのシーンを重点的に提示するかを自動的に決定して、重

要なシーンのみリアルタイムで、その他の重要度の低いシーンを早送りで再生することによって、

鑑賞時間を大幅に短縮しながら動画の内容を忠実に把握することを可能としている。この成果は、

トップコンファレンスの１つである ACM CHI においてデモ発表および Late Breaking セッションに

採択された。

創作支援技術としては、１枚の顔写真からの顔の３次元形状モデリングとアルベド推定、スペキ

ュラー分離を同時に実現可能な深層学習に基づく新しい手法を提案した。トレーニングデータとし

て正解の３次元形状、様々な照明環境化における２次元画像とそれぞれに対して分離されたスペキ

ュラーBRDF を正解データとして LightStage システムで収録し、この多人数データベースに基づい

て、深層学習によって１枚画像を入力としてこれらの情報を推定するシステムを提案した。この技

術は、従来方式の State-of-the-art と比較しても優れた性能を示すことが評価によって明らかと

なり、ACM SIGGRAPH2018 において Technical Paper として採択されることが決定した。この会議は

グラフィックス分野の頂点の会議であり、最高水準の技術として認定された。これによって、１枚



の顔画像さえあれば、新しい照明環境下での高品質な顔画像合成が可能となり、瞬時に特定人物の

３D モデルを生成し、Digital Double や Avatar のインスタント生成に寄与することができ、現在

多くの企業から問い合わせが殺到している状況である。

深層学習を用いた研究成果は他にも存在し、例えば顔の印象の近い画像を Web 上から検索・抽出

したり、あるいは３次元モデルを介することなく髪型の入れ替えを実行できる技術など、多くの成

果を上げることが実現できている。今後は、様々なコンテンツデータなどの収集に積極的に取り組

み、さらに加速度的に多くのハイレベルな研究成果の蓄積が期待される。
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４． 研究活動の課題と展望

コンテンツの鑑賞支援、創作支援という新しいコンテンツ文化への貢献、さらに犯罪捜査支援や

運転手支援による安全安心な社会実現のための要素技術研究を行い、より高いレベルでの課題解決

を目指して研究を推進していく。最終的には、顔画像１枚を入力として高精度な顔形状の３次元推

定を行いモデルが自動構成され、様々な要素で本人にカスタマイズされたキャラクタを生成した後

に、音楽に同期してダンスし、そのモーションに追従して頭髪が変形し、クロスシミュレーション

が実行され、表情変形がリアルに反映される、このような一連の技術の集大成としての個性を反映

可能なキャラクタ生成プラットフォームを構築し、今後開発予定の新技術を逐次これをベースに反

映していく予定である。この成果に基き新たな外部資金獲得に向けて様々なプロポーザルを行って

いく。


